
EIZO ColorEdgeで目指す
妥協なき「作品制作」

モ ニ タ ー に 着 目 す れ ば 写 真 が 上 達 す る ! ?

作業時間
の
短縮

特別編集

印刷コスト
（ペーパー代・インク代）

の削減

モニターと
プリントの
色が一致

写真用カラーマネージメント
モニターを使えば…

Photo by 大浦タケシ
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プ ロ カメラ マン の 画 像 処 理 現 場

「モニター」を意識すれば
「作品力」もアップします!!

カメラボディやレンズ、そしてプリンターと比べ、いまひとつ
地味な存在が「モニター」です。しかし近年、入力（撮影）の厳
密な確認からレタッチ、そして正しい出力（プリント）を得るた
めのツールとして、「写真確認用モニター」が注目を浴びてい
ます。そこで写真家・諏訪光二氏に、モニターの重要性につ
いて語っていただきました。

■絞り優先AE（F5.6　1/60秒）　ISO100　RAW

諏訪光二
K o h j i  S u w a
自然写真家。広告・雑誌での
執筆、作品掲載多数。デジ
タル黎明期から撮影機材のみ
ならずPC等の周辺機器にも
精通し、写真教室、撮影セミ
ナー等の講師も多く務める。

ブラウン管時代から 
「モニター」へのこだわり
　「私のモニターへのこだわりは、旧ナ
ナオのブラウン管時代から始まり今日
に至ります」と語るのは、写真家・諏
訪光二氏。月刊カメラマンをはじめと
するカメラ誌などで活動する傍ら、積
極的に作品を発表し続けている。今回、
氏が積極的にEIZOのモニターを使い
続ける理由などを訊いてみた。
　「ブラウン管時代、色ムラがなく、キャ
リブレーションを正確にできるモニター
はナナオしかありませんでした。液晶
モニターとなった今でも、デジタルユニ
フォミティ補正回路の搭載により、明
るさや色味の均一性が高く安心して画
像を確認、閲覧することができます」と
のこと。さらに色域の広さもEIZOのモ

ニターを長く使い続けている理由だ。
2週間毎のキャリブレーション 
がデフォルト
　「Adobe RGB色域の再現に関して
も、いち早く対応したのはナナオでし
た。それは今日まで続いている」という。
そのようなことの積み重ねにより諏訪
氏のEIZO に対する信頼はますます厚
いものになっている。
　現在、氏の広いデスクの上には
Color Edge CG275W、ColorEdge 
CG243W、ColorEdge CG242W（い
ずれも生産終了製品）の3台のEIZOモ
ニターが並ぶ。
　「EIZOモニターは伝統的にハード
ウェアキャリブレーションを採用してき
ていますが、安定性はソフトウェアキャ
リブレーションの比ではないですし、と
ても正確。しかもEIZOのキャリブレー
ションソフト『ColorNavigator 6』は信
頼性が高く使いやすい」と話す。また、
印刷用とWeb用でカラー環境を切り変
えることも多いが、ColorNavigator6
ならワンタッチで変えられ「重宝してい
る」という。ちなみに、「カラーマッチン
グ（キャリブレーション）は基本的に2週
間に1回、大事な作業の前にはその都
度必ず行う」のが諏訪流だ。

ノートPCとのドッキングも有効
　諏訪氏はモニターの電源を入れた
後30分ほどは画像に関する作業は行
わないようにしている。もちろんこれ
は表示を安定させるためであるが、最
新機種であるColorEdge CG247と
ColorEdge CX241は起動してから7分

諏訪氏の作業机に並ぶ3台のColorEdge。右よりColorEdge CG275W、ColorEdge CG243W、Color 
Edge CG242W。少なくとも2週間に1回はすべてキャリブレーションを行って作業に臨むとのこと。

ほどで安定することに対しては、「期待
しているが、カメラマンはひと息つく暇
もなくなるかも」と笑う。
　長時間モニターに向かうことが多い
せいか、FlexStandの存在もありがた
く感じている。
　「モニターの位置によっては指や腕に
不要な力が入ってしまい肩こり、頭痛
の要因となることがあります。その点
EIZO のモニターは最適な高さ、角度
に設置できるため、そのようなことは
ないですね」
　様々な写真のセミナーで講師として
も活躍する諏訪氏だが、生徒たちには
常日頃モニターの重要性を話している。
　「作品を作るにあたってモニターはと
ても大切です。作品力を高めたいので
あれば、少なくともPCの『オマケ』で付
属してきたようなモニターとは手を切る
べきだと思います。そして正確にキャ
リブレーションができるモニターであれ
ば、より表現の幅は広がるのです。テ
ストプリントの際の『無駄打ち』が減れ
ば、時間もコストも確実に軽減される
でしょう。
　また、ノートPCで画像を閲覧、編集
する方も多いかと思いますが、そのよう
な場合にはケーブル一本でEIZOのモニ
ターが繋げられるのです。屋外ではノー
トPCの機動性を活かしつつ、自宅で
は正確な色再現で作業できる。こうし
た使い方も検討してみる価値は十分あ
ります」とのことだ。

用語解説は次ページにて！

E I Z O  P r e s e n t s
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デジタルユニフォミティ補正回路により画面のムラのようなものは皆無だ。モニ
ターのどの位置で画像を見ても、濃度などの違いはない。

FlexStand 
　EIZOのモニターにはディスプレイの昇降・チルト・回転
の可動範囲が広いFlexStandが搭載されている。最新の
「ColorEdge CG247」および「ColorEdge CX241」の場合
では、ディスプレイの最大昇降128mm、チルトは上方向
30°、左右は各172°回転する。さらにディスプレイを縦位置
にすることも可能としている。
　目や肩への負担を軽減するためにも正しい角度でモニター
をセットしておきたい。

モニターへの理解度を深めるための「用語解説」

ここでは、先の諏訪氏のインタビューで出てきた用語を中心に、EIZOモニターの特徴を探ってみよう。

デジタルユニフォミティ補正回路
　デジタルユニフォミティ補正回路は、ディスプレイ全域の
輝度（明るさ）と色度のムラを低減し均一性を高める機能で、
ColorEdgeに搭載されている。この回路は、画面全体、全
階調にわたって輝度および色度の不均一な部分に補正をかけ
ることにより、表示の均一性を図るものである。
　ちなみにColorEdge（CS230を除く）には、工場出荷時に
ディスプレイの輝度、色度を測定したΔE値や測定環境、測
定ポイントを記載した調整データシートが製品に同梱される。

セルフキャリブレーション
　「ColorEdge CG247」では専用のキャリブレーションセン
サーをモニターのベゼルに内蔵する。センサーはキャリブレー
ション時のみ自動で現れ、ユーザーがその都度センサーの取
付け、取外しを行う手間もいらない。

　さらに、モニターが定期的に白色点、輝度、色域の再調
整を実施する「セルフキャリブレーション」機能を搭載。なお
「ColorEdge CX241」ではコレクションセンサーをモニター
ベゼルに内蔵。こちらは白色点と輝度の補正を定期的に行
うことができる。CG247もCX241もユーザーが不在でも自
動で行うため、手間要らずかつ、実施のし忘れを防ぐ。

Adobe RGB
　昨今のデジタルカメラで撮影できる色域のひとつ。汎用性
のあるsRGBの色域をはるかに凌ぐ広さを持つことから、作
品制作や広告等で用いられることが多い。当然モニターにも
高度な再現性が要求されるのだが、EIZOのカラーマネージメ
ントモニター（CS230を除く）ではほぼカバーしており、正し
い色を参照しながら編集、レタッチ作業を行うことができる。
　ちなみに最新型となる「ColorEdge CG247」および「Color 
Edge CX241」ではAdobe RGBカバー率99％を実現。

遮光フード
　内面に植毛処理が施され、蛍光灯の映り込みなど外光反
射を効果的に防ぐ。「ColorEdge CG247」には同梱される。
遮光フードの上部がスライドするため、外付けのキャリブレー
ションセンサーの使用も容易とするほか、ディスプレイの縦
回転時にも取付けを可能とする。「ColorEdge CX241」には
別売りのオプションとして用意されている。

ハードウェア・キャリブレーション
　ColorEdgeシリーズの採用するハードウェア・キャリブレー
ションとは、モニターの内部回路の設定のみを調整して色表
示を補正する方法。パソコンからの出力信号を調整するソフ
トウェア・キャリブレーションとは異なり、表示階調が犠牲
になるようなことがなく、階調の減少による階調とびや色つ
きを防ぐ。
　短時間でキャリブレーション作業が済むのも特徴だ。
「ColorEdge CG247」および「ColorEdge CX241」には専
用のキャリブレーション・ソフトウェア「ColorNavigator 6」
が同梱される。

IPSパネル
　「ColorEdge CG247」および「ColorEdge CX241」では、
見る角度や位置によって色合いやコントラスト、階調特性の
変化が少ないIPSディスプレイを採用する。多方向から複数
人でモニター画面を見るときも視野角による白浮きや色の変
化のようなものがなく、イメージを共有できる。

ノートパソコンにつなぐ
　手持ちのノートパソコンとEIZOのモニターを直接接続
できる。CG247、CX241にはMacノートPC接続に使える
DisplayPort～Mini DisplayPortケーブルを同梱。ノート
PCのモニターの中にはsRGBの色域をフルにカバーするもの
が少ないうえに、色調も偏っている場合が多いのが実情。
　モニターを別途用意するだけで精度の高い作業が楽しめる
し、加えてカメラやレンズの正しい描写の評価も可能になる
のだ。

専用の調整ソフトウェア
　「ColorNavigator 6」は、EIZOが独自で開発したColor 
Edge専用カラーマネージメントソフトウェア。パソコンの出
力信号を触らずに、直接モニターの表示を調整するハード
ウェア・キャリブレーションを行う。階調を犠牲にすることな
く、ColorEdgeの性能を活かした精度の高い調整を可能に
するとともに、操作が簡単で、作業結果に個人差が生じにく
いことで、常に正確なキャリブレーションを短時間で行うこ
とができる。
　「ColorEdge CG247」および「ColorEdge CX241」の
-CNX、-CNモデルに同梱されているほか、EIZOホームペー
ジよりダウンロードが可能だ。

7分で安定表示
　一般的なモニターは表示が安定するまで起動後数十分を
要することも多いが、ColorEdge（CS230を除く）は輝度だ
けでなく色度、階調特性も含め7分ほどで安定するように設
計されている。
　撮影から帰ってきてすぐに信頼できる表示で作業が行える
ほか、スタジオでの確認用モニターとして使う場合にもすぐ
に撮影を始めることができ、作業効率アップにもつながる。

sRGBにくらべより広い色域を持つAdobe RGB。ColorEdge CG247および
ColorEdge CX241ともそのカバー率は99％を達成しており、いわゆる「おまけ
モニター」との違いはひと目で分かる。

ColorEdge CX241は外付けタイプのキャリブレーションセンサーを使い、キャ
リブレーションを行う。EIZOでは、キャリブレーションセンサーとして「専用セン
サーEX2」の付属する「ColorEdge CX241-CNX」も用意している。

ColorEdge CG247はキャリブレーションセンサーを内蔵し、通常のキャリブレー
ションのほか、自動的にキャリブレーションを行う。コレクションセンサーを内
蔵するColorEdge CX241でも定期的に補正を行う。

遮光フードはモニターを縦位置とし
たときにも対応する。ポートレート
の撮影が多いユーザーにはうれしい
配慮だ。

長時間の作業による疲れの軽減、さらに作業効率をアップさせるためにも、モ
ニターのスタンドにもこだわりたい。

画面のぎらつきが少なく、
角度によって白浮きや色変
化しにくいIPSパネルを採
用。視野角も広く、多人
数で画像を確認するとき
なども便利。

ColorEdge CG247には遮光フー
ドが付属。外光反射を効果的に
抑え画像をより鮮明に再現する。
ColorEdge CX241は別売りのオプ
ションとして用意されている。

ノートPCのモニターはあく
まで画像確認用。プリン
トを前提にした色評価に
は向いていない、というこ
とを理解しよう。

EIZO製品の評価をさらに高めているのが、この
「ColorNavigator」の存在だ。ついにバージョンも6
となった。
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E I Z O　最新モニター  インプレッション！ モニターに関する疑問は、すべてここで解決？

それでは、この春に発売されたばかりのEIZOの新製品を紹介します。すでにColorEdgeに触れたことのあ
る方はもちろん、これから「モニターデビュー」を飾りたい皆さんにもオススメできる、強力な2モデルです！

百聞は一見にしかず。モニターに関する疑問は、実際に見て、触って、体験してみるのが一番。銀座の一
等地にてEIZOモニターをイジリ倒してみよう！

到着即キャリブレーション。 
すぐに性能を満喫できる！
　筆者は写真用として2台のColor 
Edgeを使用している。これらは画像
データに忠実な色再現を約束してくれる
良き相棒だ。しかし、そろそろ買い替え
を考える時期にきている。そこで今回、
EIZOの新しいモニターを試用する機会
を得たので、その詳細を報告したい。
　「ColorEdge CX241」は、24.1イン
チディスプレイを採用するモニター。
ディスプレイはIPSパネルで、視野角が
広く、見る角度による階調や色合いな
どの変化も少ない。撮影した画像をス
タッフ全員で閲覧するときなどには重宝
しそうだ。
　表示できる色域はAdobe RGBカバー
率99％を達成。このパフォーマンスは
圧倒的といってよい。ノートPCや、いわ
ゆるPCとセットで買ったモニターと比べ
ればその差は歴然。加えて輝度と色度
のムラがないことにも気づくはずだ。
　キャリブレーションについては上位モ
デルのCGシリーズ同様のキャリブレー

モニターの生き字引が 
いらっしゃいます。
　白を基調とした落ちついた感じの
ショールーム中央にはEIZO のモニター
がずらりと並ぶ…。「EIZO ガレリア
銀座」は、その名の通りEIZO製品の
ショールームだ。
　「このショールームはこの1月に移転
オープンいたしました。EIZO製品の展
示のほかセミナーや写真展を店内で開
催しております」と語ってくれたのは、
EIZO ガレリア銀座・カラーマネージメ
ントエキスパートの山口省一さん。
　実は、山口さんはこの世界ではよく
知られた方で、その豊富な知識や経験
から多くの写真家からモニターに関す
るよき相談相手となっている。ショー
ルームには山口さんのほかにもモニ
ターに関する知識の豊富なスタッフが
常に待機しているので「不明な点は遠慮

しないで訊いてほしい」とのことだ。
　「ショールームの照明はセミナールー
ムなども含め、色評価用の蛍光灯を使
用しております」。
　ちなみに自分の撮影した画像データ
を持ち寄って、展示してあるモニターで
確認することも可能とのこと。
　セミナールームは参加者用のデスク
が4つ並ぶ比較的小ぢんまりとしたも
の。定常のセミナーは現在のところ1
コースのみで、モニターのキャリブレー
ションからプリントまでレクチャーを
行っている。そのことについて山口さん
は次のように語る。
　「モニターだけで完結する場合はモニ
ターの色が正しいか否かを実感するこ
とは少ない。そのデータをプリントして
初めてモニターの正確さが求められる。
いわゆるカラーマネージメントの考え方
で、正しくキャリブレーションされたモ

ニターならば、プリンターで出力した色
もほぼ同じと考えていいのです」
　モニターのメーカーだからモニターだ
け解説するのではなく、プリントまで行
うことでカラーマネージメントそのもの
を理解してもらおうとする姿勢にはた
いへん共感できるものである。プリン
ターはキヤノンおよびエプソンのA3ノ
ビタイプのものが用意されているので、
どちらのユーザーが参加しても安心だろ
う。なお、セミナーは無料で、事前に
予約が必要ということだ。
　我々写真愛好家にとってモニターは、
カメラやレンズに比べ、プライオリティ
はどちらかといえば低い。しかしながら
撮影した画像やそのカメラの描写の評
価は、よいモニターがあってはじめて成
り立つもの。よりよい写真ライフのた
めに、これまで以上にモニターに着目
してみてはどうだろうか。

キャリブレーションセンサー 
内蔵のプロ仕様機
　「ColorEdge CG247」は、CXシリー
ズの上位機種となる、プロ仕様のハー
ドウェア・キャリブレーション対応液晶
モニター。モニターサイズや解像度は
CX241に準ずるが、遮光フードを同梱
している。

ションソフト「ColorNavigator 6」を
使用。もちろんハードウエア・キャリブ
レーションだ。操作はウイザードに従う
だけなので、ごく短時間で完了する。
　ちなみに、今回手もとに届いた
ColorEdge CX241は機種名の末尾
に「CNX」と付くもので、キャリブレー
ションセンサーが付属。手もとに届い
てすぐにキャリブレーションを始めるこ
とができるので、初めてモニターを購入
するひとにオススメだ。なお、モニター
単体のColorEdge CX241-CNもライ
ナップしているので、すでにセンサーを
所有しているならそちらを購入するとよ
いだろう。
　筆者がもっとも感心したのは「コレク
ションセンサー」を内蔵していることで
ある。これはキャリブレーション後の
調整結果をセンサーに記憶させること
で、白色点と輝度を調整結果に沿って
定期的かつ自動で補正を行うもの。調
整タイミングは経過時間で設定でき、
たとえPCの電源がOFFになっていても
補正は行われるので、常に正しい表示
を維持できる。筆者のようなナマケ者

キャリブレーション中のColorEdge 
CX241。キャリブレーションにかかる
時間はわずか1～2分ほど。当然、ハー
ドウェア・キャリブレーションだ。

■価格：12万3000円（CX241-CNX）
11万8000円（CX241-CN）　11万3000円（CX241）
※EIZOダイレクト販売価格（税込）

■解説：大浦タケシ

■価格：17万4800円
※EIZOダイレクト販売価格（税込）

ColorEdge CX241 EIZO ガレリア銀座

ColorEdge CG247

キャリブレーションが終了すると、調
整結果が表示される。調整結果には
目標値と結果値のほか、調整日時や
モニター使用時間、測定器（センサー）
なども表示される。

ColorEdge CX241はキャリブレー
ション終了間際に上部中央のモニター
ベゼルからコレクションセンサーが出
てきて白色点と輝度の調整結果を記
憶する。

多くのプロ写真家やカメラマンから慕われている
EIZO ガレリア銀座カラーマネージメントエキスパー
トの山口省一さん。

白を基調とするショールームの照明は、色評価用
の蛍光灯を使用している。そんなこだわりもすべて
EIZOらしいところ。

東京都中央区銀座7丁目3番7号　ブランエスパ銀座ビル3階　TEL：03-5537-6675

こちらはColorEdge CG247をはじめとする
ColorEdge CGシリーズの並ぶ陳列台。

ColorEdge CXシリーズが並ぶ。最新のColor 
Edge CX241も展示されている。

セミナールームの様子。定常セミナーはビギナーを
対象とした小人数制ワークショップ。詳細はホーム
ページを見て欲しい。

購入した個体の輝度（明るさ）と色度の
ムラを知ることができるユニフォミティ
出荷データシート。このようなシート
を同梱するのも、EIZO のモニターに
対する自信の表れだ。

　CGシリーズの最大の特徴はキャリブ
レーションセンサーを内蔵していること。
これにより、作業者不在時やパソコン
の電源がオフの状態でも定期的にキャ
リブレーションを実施することができる。
　一切の妥協を廃した「ハイエンド」に
位置するカラーマネージメントモニター
と言えるだろう。

にとってこれほど気の利いたモニターは
ないように思える。短い試用期間では
あったが、その魅力は十分すぎるもの
であった。


